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募集内容
　募集メニューは、「どんぶり（ご飯とおかずが一緒の

器に入ったもの）」です。素材は、近江米と地産地消と

なる食材（※）を主に使ったおかずです。

　販売価格は、700 円以内を考えています。　

※市内、またはその周辺地域の食材です。

　例えば、近江牛、湖魚、赤こんにゃく、市内でとれ

た野菜、川えびなど。

どん！ ＤＯＮ！ 丼をつくろう

　地元で親しまれ、観光客にも喜んでもらえるような料理の創出を目指し、「ご当地グルメ『ひ
こね丼』選手権」を開催します。彦根でなじみのある旗印の「井」の字に、ワンポイント（「、」）

を加えると「丼」になることから、市内の飲食店などで商品化できる「どんぶり」のレシピを募集
するものです。皆さんからたくさんのご応募をお待ちしています。

ご当地グルメ「ひこね丼 」の

レシピ募集中

参加資格
◆誰でも、何作品でも、応募できます。

◆１作品につき応募用紙を１枚提出してください。

◆１次（書類）選考会を通過した場合に、２次（試食）

選考＆お披露目会（11月22日㈫）で、実際に調理し

ていただけることが条件です。

注意事項
　詳しくは、「ご当地グルメ『ひこね丼』選手権　応

募要項」をご確認ください。

　応募要項は、 商工課、各地区公民館などにありま

す。彦根市ホームページからダウンロードすることも

出来ます。

応募締切　９
ク

月
ッ

９
ク

日
のひ

㈮

問い合わせ先 
　 商工課
　（〒 522-8501　元町４- ２）

　☎ 30-6119、FAX24-9676、

　Ｅメール :  shoko@ma.city.
hikone.shiga.jp

市制75周年記念事業
ど　　ん どん

どんぶり
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日
本
大
震
災

の
翌
日
に
は
、

原
発
の
事
故

発
生
の
た
め
、

国
か
ら
避
難

指
示
が
町

内
全
域
に
出

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
影
響
で
、

全
て
の
富
岡

町
民
が
、
今

も
福
島
県
郡

山
市
な
ど
の

避
難
所
や
全

国
各
地
で
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

彦
根
市
で
は
、
富
岡
町
に
対
し
、
市

長
が
直
接
避
難
所
を
訪
問
し
、
支
援
を

行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

派
遣
し
た
職
員
は
、
全
国
各

地
に
避
難
し
て
い
る
町
民
の
安

否
や
所
在
の
確
認
、
子
ど
も
た

ち
の
通
学
状
況
の
把
握
、
義
援

金
の
受
付
な
ど
の
事
務
を
、
町

職
員
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
富
岡
町
の
皆
さ

ん
が
一
日
も
早
く
元
の
生
活
に

戻
れ
る
日
が
来
る
よ
う
、
地
道

な
が
ら
日
々
の
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

東
日
本
大

　

震
災
支
援
対
策
本
部
事
務
局

　
（

危
機
管
理
室
）☎
30-

６
１

　

５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

　

９
８
番

熱
中
症
と
は

　

熱
中
症
は
、
室
温
や
気
温
が
高

い
中
で
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
な

ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の

調
節
機
能
が
働
か
な
く
な
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
を
起
こ
す
病
気
で

す
。
体
温
が
上
昇
し
、
め
ま
い
や

吐
き
気
、
体
が
だ
る
い
な
ど
の
症

状
が
現
れ
、
ひ
ど
い
と
き
に
は
け

い
れ
ん
や
意
識
障
害
な
ど
が
起
こ

り
ま
す
。

　

家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
て
も

室
温
や
湿
度
が
高
い
た
め
に
、
熱

中
症
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

高
齢
者
は
特
に

注
意
が
必
要
で
す

　

多
く
の
高
齢
者
は
、
体
温
を
調

整
す
る
機
能
が
低
下
し
、
暑
さ
を

感
じ
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
急

激
に
症
状
が
悪
化
す
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。
調
子
が
悪
い
と
感
じ
た

ら
、
家
族
や
近
所
の
人
に
そ
ば
に

い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

近
く
に
高
齢
者
が
い
る
場
合
は
、

気
を
つ
け
て
声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

た
め
ら
わ
ず
に

１
１
９
番
を

　

熱
中
症
が
重
症
に
な
る
と
意
識

障
害
や
運
動
障
害
が
起
こ
り
、
死

亡
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
次
の

よ
う
な
と
き
は
、
た
め
ら
わ
ず
に

救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

▼
自
分
で
水
が
飲
め
な
か
っ
た
り
、

脱
力
感
や
倦け

ん

怠た
い

感
が
強
く
、
動

け
な
い
場
合 　

▼
意
識
が
な
い
、
反
応
が
お
か
し

い
、
全
身
の
け
い
れ
ん
が
あ
る

な
ど
の
症
状
を
発
見
し
た
場
合

節
電
は
大
切
、
で
も
熱
中
症
に
は
注
意
を

※
イ
ラ
ス
ト
は
、
消
防
庁
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
「
熱
中
症
を
予
防
し
て

元
気
な
夏
を
！
」
か
ら
引
用

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

☎
24-

０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
８
７
０
番

熱中症の予防ポイント

♦こまめに水分補給をしましょう

♦室温は �8 度を超えないように、エ

アコンや扇風機を上手に使いま

しょう

♦部屋の温度をこまめにチェックし

ましょう

♦外出のときは涼しい服装で、帽子

や日傘で日よけ対策をしましょう

♦日頃から栄養バランスの良い食事

をとりましょう

た
め
、
高
齢
者
と
同
じ
よ
う
に

注
意
が
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
の
様
子
を
よ
く
観

察
し
、
こ
ま
め
に
水
分
や
休
憩

を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
頃
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
や
運
動
、
遊
び
を

通
し
て
、
暑
さ
に
負
け
な
い
体

力
づ
く
り
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

成
人
の
熱
中
症

　

ス
ポ
ー
ツ
や
屋
外
で
の
労

働
な
ど
で
の
熱
中
症
は
、
若
年

層
で
も
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
、

無
理
を
せ
ず
に
早
め
に
活
動

を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の

熱
中
症

　

子
ど
も
は
体
温

を
調
整
す
る
機
能

が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に

発
達
し
て
い
な
い

熱
中
症
の
応
急
手
当

▼
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
衣
服

を
緩ゆ

る

め
、
安
静
に
寝
か
せ
ま

し
ょ
う
。

▼
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
て
、
扇
風
機
・

う
ち
わ
な
ど
で
風
を
当
て
、
体

を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

節電は大切です。しかし、決して無

理をせず、室温が �8 度を超えないよ

うに注意しましょう。

　　

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
か
月
以
上
が

た
ち
ま
し
た
。
被
災
地
で
の
復
興
、そ
し

て
そ
れ
を
応
援
す
る
動
き
は
、
日
本
だ

け
で
な
く
世
界
中
に
あ
り
ま
す
が
、
今

回
、
彦
根
市
の
支
援
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　

彦
根
市
で
は
、
下
表
の
と
お
り
被
災

地
へ
の
支
援
の
一
つ
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
職
種
の
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
は
、
福
島
県
郡

こ
お
り

山や
ま

市
内
の
施

設
に
派
遣
（
交
代
で
常
時
２
人
以
上
が
駐

在
）
し
て
、
町
役
場
そ
の
も
の
が
避
難

し
て
い
る
富と

み

岡お
か

町ま
ち

の
支
援
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

富
岡
町
は
、
福
島
第
一

原
発
か
ら
半
径
20
㎞
圏

内
に
あ
る
人
口
約
１
万
６
、

０
０
０
人
の
町
で
す
。
東

▶
避
難
所
を
巡
回
す
る
彦
根
市
職
員

◀
支
援
物
資
を
確
認
す
る
彦
根
市

職
員

◆高齢者の特徴◆

飲めるようであれば、水

や塩分（食塩水など）を少

しずつこまめに取らせる

首・脇の下・太もものつけね
などを冷やす

み
ん
な
で
広
げ
よ
う
支
え
よ
う

支
援
の
「
わ
」

　汗を
　かきにくい

　暑さを
　感じにくい
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く
り
を

す
る
団

体
や
事

業
を
支

援
し
ま

す
。

　

詳
し

く
は
、

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

対
象
事
業　

子
ど
も
（
小
・
中
学

生
）
を
対
象
と
し
て
、お
お
む
ね

中
学
校
区
ま
で
の
範
囲
で
、
放

課
後
、
週
末
、
長
期
休
暇
な
ど

に
年
間
10
回
程
度
、
継
続
的
に

実
施
す
る
事
業

❶
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
地
域

交
流
活
動

❷
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
世
代

間
交
流
活
動

❸
子
ど
も
の
体
験
が
広
が
る
事

業
❹
子
ど
も
の
居
場
所
を
つ
く
る

事
業

❺
特
色
あ
る
取
り
組
み
（
ま
た

は
モ
デ
ル
）
と
し
て
推
奨
し
た

い
事
業

補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１(

上
限
は
２
万
円)

応
募
期
限　

７
月
29
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先  

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
☎
24-

７
９
７
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

　
「
苦
情
や
要
望
を
ど
こ
に
申
し

出
て
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
苦

情
を
言
い
た
い
が
、
直
接
は
申
し

出
に
く
い
」
と
い
っ
た
場
合
は
、お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
予
約
不
要
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先  

ま
ち
づ
く
り

推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

「
地
域
の
ふ
れ
あ
い
学
校
」

は
じ
め
ま
せ
ん
か

　

地
域
の
力
で
子
ど
も
を
守
り
、

育
て
る
取
り
組
み
に
対
す
る
補
助

金
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

放
課
後
や
週
末
、
長
期
休
暇
な

ど
に
お
け
る
子
ど
も
の
居
場
所
づ

彦
根
市
の
行
政
相
談
委
員

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た　

　

彦
根
市
の
行
政
相
談
委
員
の
瀧

川
市
郎
兵

五

さ
ん
が
、
内
閣
総
理

大
臣
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

滝
川
さ
ん
は
、
行
政
相
談
委
員

と
し
て
長
年
務
め
ら
れ
、
行
政
相

談
委
員
の
制
度
に
大
き
く
貢
献
し

た
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
７
月
６
日
に
東
京
都
で
開
催

さ
れ
た
「
行
政
相
談
委
員
制
度
50

周
年
記
念
中
央
式
典
」
で
、
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は

身
近
な
相
談
相
手
で
す

　

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
国
の

事
務
に
関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談

を
受
け
付
け
、
問
題
の
解
決
や
要

望
の
実
現
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
を
、
そ
の

後
の
行
政
運
営
に
生
か
す
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
は
、
滋
賀
行

政
評
価
事
務
所
、
総
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

◆
滋
賀
行
政
評
価
事
務
所

「
行
政
苦
情
１
１
０
番
」

☎
０
５
７
０-
０
９
０
１

１
０
番

◆
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ:

　

http://w
w

w.soum
u.

go.jp/

行政相談委員の

瀧
たき

川
がわ

市
いち

郎
ろ

兵
五 さん

農
家
調
査
と
農
地
基
本
台

帳
調
査
（
８
・
１
調
査
）
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

８
月
１
日
現
在
に
お
け
る
農
家

と
農
地
の
利
用
状
況
の
調
査
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
農
地
法
に
係
る

許
可
申
請
な
ど
の
審
査
や
各
種
証

明
業
務
、
農
業
行
政
関
係
の
１
年

間
の
基
礎
資
料
な
ど
に
必
要
な
た

め
に
行
う
調
査
で
す
。
農
地
を
所

有
、
ま
た
は
耕
作
し
て
い
る
人
は
、

配
付
さ
れ
る
調
査
票
に
記
入
し
て
、

８
月
12
日
㈮
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

農
業

委
員
会
事
務
局
☎
30-

６
１
３

３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６

番
祝
日
の
ご
み
等
の
収
集
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

７
月
18
日

（月・祝）
は
、
通
常
通
り
収

集
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
清
掃

セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、「
ご
み
等
の
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

水
遊
び
場
を
開
設
し
ま
す

７
月
21
日
㈭
～
８
月
21
日
㈰

　

外
馬
場
公
園
（
京
町
二
丁
目
）
と

多た

景け

公
園
（
八
坂
町
）
に
水
遊
び
場

を
開
設
し
ま
す
。
自
由
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

開
設
時
間　

午
前
10
時
～
午
後

４
時

利
用
時
の
注
意

▼
水
遊
び
場
は
、
幼
児
を
対
象
に

し
て
い
ま
す
。
必
ず
保
護
者
が

♦
全
体
会
（
手
話
通
訳
・
要
約

筆
記
・
託
児
あ
り
）

　

時
間　

午
前
９
時
～
正
午

　

場
所　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ

　

ラ
ザ 

グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル

　

講
演「

向
か
い
あ
う
こ
と
の  

大
切
さ
～
弥や

栄さ
か

中
学
校

の
人
権
劇
を
取
材
し
て

～
」

　
　

林
由
紀
子
さ
ん　

　

特
別
報
告

　
　
「
今
ま
で
の
私
。
そ
し
て
、

　

こ
れ
か
ら
。」

　
　

藤
野
汐し

帆ほ

さ
ん

♦
社
会
教
育
分
野
分
科
会

　
（
託
児
あ
り
）

　

時
間　

午
後
１
時
～
同
４
時

　

場
所　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ

　
　

ラ
ザ　

メ
ッ
セ
ホ
ー
ル

♦
学
校
教
育
分
野
分
科
会

　

時
間　

午
後
１
時
30
分
～

　
　

同
５
時

　

場
所　

市
内
各
地
区
公
民
館

※
車
は
、
で
き
る
だ
け
乗
り
合

わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
託
児　

託
児
を
希
望
す
る

場
合
は
、
７
月
22
日
㈮
ま

で
に
、

教
育
委
員
会
人
権

教
育
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委

員
会
人
権
教
育
課
☎
24-

７
９
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

林
由
紀
子
さ
ん

　

平
成
14
年
、
毎
日
新

聞
社
入
社
。
京
都
支
局
、

舞
鶴
支
局
、
奈
良
支
局

橿か
し

原は
ら

駐
在
を
経
て
、
平

成
21
年
４
月
か
ら
大
阪

本
社
社
会
部
勤
務
。

　

同
年
秋
か
ら
約
１
年

半
に
わ
た
り
、
京
都
市

立
弥
栄
中
学
校
の
人
権

教
育
を
密
着
取
材
。
社

会
面
の
ル
ポ（
現
地
報
告
）

「
弥
栄
の
き
ず
な
」「
続

　

弥
栄
の
き
ず
な
」
と

し
て
紹
介
し
た
。

第
43
回
彦
根
市
人
権
教
育
研
究
大
会

開
催
日　

７
月
31
日
㈰

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
絶
対
に
土
足
で

入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
ペ
ッ
ト
を
中
に
入
れ
た
り
、

洗
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
Ｏオ

ー-

１
５
７
な
ど
が
発
生
し
た

場
合
や
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
状
況
を
み
て
、
閉
鎖

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先  

都
市
計
画
課

☎
30-

６
１
２
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

ご参加ください

講演会「東海、東南海、南海地震に備える
　　　　　　　　～東日本大震災の教訓から～」

　

　

　㈳日本水道協会関西地方支部は、「関西ウォーターワークス

セッション 2011」と題して、水や水道に関する課題や話題を

テーマとした講演会を毎年開催しています。

　この講演会が今年は市内で開催されます。多くの皆さんのご

参加をお待ちしています。

　日時　７月29日㈮　15：30 〜17：00

　場所　彦根ビューホテル ( 松原町 )　

　入場料　無料

　申込　不要　

　講師　河田惠
よし

昭
あき

さん ( 関西大学教授・

　　東日本大震災復興構想会議委員 )

問い合わせ先　 上水道業務課☎ 22-2722、FAX24-4054

日
程

▼
７
月
25
日
㈪
、
同
26
日
㈫　

Ｊ
Ａ
東
び
わ
こ
彦
根
南
支

店
（
甘
呂
町
）

▼
８
月
29
日
㈪　

Ｊ
Ａ
東
び

わ
こ
本
店
（
川
瀬
馬
場
町
）

▼
９
月
２
日
㈮　

鳥
居
本
地

区
公
民
館
（
鳥
居
本
町
）

▼
10
月
３
日
㈪　

Ｊ
Ａ
東
び

わ
こ
彦
根
中
央
支
店
（
平
田

町
）

受
付
時
間　

い
ず
れ
も
午
前

９
時
30
分
～
同
10
時
30
分

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀

県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連

合
会
☎
０
７
７-

５
２
１-

１
７
０
８
番

日
程

▼
10
月
10
日

（月・祝）　

彦
根
市
民

体
育
セ
ン
タ
ー
（
松
原
町
）

※
「
元
気
フ
ェ
ス
タ
２
０
１

１
」
の
会
場
内

※
祝
日
に
受
診
出
来
ま
す
。

定
員　

50
人

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀

県
保
険
者
協
議
会
事
務
局

☎
０
７
７-

５
２
２-

２
９

６
０
番

40
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

特
定
健
康
診
査
を
実
施
中
で
す

　

５
月
末
に

保
険
年
金
課
か
ら
、
対
象
者
に
受
診
券
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
の
集
団
健
診
会

場
に
、
追
加
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
案
内
し
ま
す
。
必
ず
予
約

を
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

結
核
健
診
・
肺
が
ん
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
）
は
、
次

の
会
場
で
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
希
望
す
る
人
は
、
彦
根
市
が

行
う
集
団
健
診
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

べ
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彦
根
警
察
署
協
議
会

新
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

彦
根
警
察
署
協
議
会
は
、
平
成

13
年
に
出
来
ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
は
、
滋
賀
県
公

安
委
員
会
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
い

ま
す
。
地
域
住
民
の
代
表
と
し
て
、

彦
根
警
察
署
の
業
務
運
営
や
地
域

の
安
全
に
関
し
て
意
見
を
述
べ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
次

の
皆
さ
ん
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先  

彦
根
警
察
署
警

務
課
☎
27-

０
１
１
０
番

新
し
い
委
員
の
皆
さ
ん

◎
大
野
紘こ

う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
（
彦
根
市
）

○
上
田　

幸こ
う

一い
ち

さ
ん
（
彦
根
市
）

　

森
野　

有ゆ

香か

さ
ん
（
彦
根
市
）

　

岡
村　

博ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
（
豊
郷
町
）

　

池
田
喜き

洋よ

美み

さ
ん
（
彦
根
市
）

　

尾お

谷た
に　

忠た
だ

之し

さ
ん
（
多
賀
町
）

　

木
村
か
よ
子
さ
ん
（
甲
良
町
）

　

小
松　

照て
る

明あ
き

さ
ん
（
彦
根
市
）

　

平
田
エ
ジ
ナ
さ
ん
（
彦
根
市
）

※
◎
は
会
長
、
○
は
副
会
長

Ｎ
Ｏ
！！！
「
薬
物
乱
用
」「
運
び

屋
」「
ネ
ッ
ト
売
買
」

　

滋
賀
県
警
察
で
は
、
現
在
、
Ｎ

「
ひ
こ
ね
市
民
活
動
促
進
助

成
事
業
」
助
成
決
定
の
お
知

ら
せ

　

彦
根
市
で
は
、

地
域
社
会
の
新

た
な
担
い
手
と

し
て
注
目
さ
れ

る
市
民
活
動
団

体
が
自
主
的
、
自
立
的
に
行
う
社

会
貢
献
活
動
に
対
し
て
、
そ
の
活

動
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
助
成

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
活
動
を

応
援
し
ま
す
。

　

広
報
ひ
こ
ね
４
月
15
日
号
な
ど

で
募
集
し
、
下
表
の
と
お
り
事
業

の
助
成
決
定
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
彦
根
市

が
管
理
す
る
「
公
の
施
設
」
に
つ

い
て
、
彦
根
市
が
出
資
し
て
い
る

法
人
や
公
共
団
体
、
公
共
的
団
体

に
加
え
て
民
間
の
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
の
団
体
を
「
指
定
管

理
者
」
と
し
て
選
定
し
、
議
会
の

議
決
を
経
た
う
え
で
、
そ
の
管
理
を

任
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
民
間
事
業
者
な
ど
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
施
設
の
運
営
に
生
か
し
、

従
来
以
上
の
質
の
良
い
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
提
供
す
る

と
と
も
に
、
施
設
の
管
理
・
運
営

に
対
す
る
経
費
の
節
減
を
目
指
し

ま
す
。

　

彦
根
市
で
は
、現
在
、33
の
施
設

で
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
平
成
23
年

度
末
で
指
定
期
間
を
満
了
し
、
更

新
を
予
定
し
て
い
る
施
設
は
、
次

の
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。

　

指
定
管
理
者
の
募
集
方
法
、
募

集
期
間
、
申
請
書
類
な
ど
の
詳

し
く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
順
次
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

指
定
管
理
者
の
募
集
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
先

企
画
課
☎
30-

６
１
０
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

平
成
��
年
度
に
指
定
管

理
者
の
指
定
（
更
新
）
手
続

き
を
行
う
施
設

❶
♦
彦
根
市
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら

　

♦
彦
根
市
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
ゆ
う
ゆ
う

❶
の
施
設
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
先

介
護
福
祉
課
☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
８
番

❷
♦
い
ろ
は
松
駐
車
場

　

♦
二
の
丸
駐
車
場

　

♦
桜
場
駐
車
場

　

♦
大
手
前
駐
車
場

　

♦
本
町
駐
車
場

　

♦
松
原
水
泳
場
駐
車
場

　

♦
京
橋
口
駐
車
場

❷
の
施
設
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
先

観
光
振
興
課
☎
30-

６
１
２
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-
１
３
９
８
番

❸
中
地
区
公
民
館

❸
の
施
設
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
☎
24-

７
９
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

23-

９
１
９
０
番

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

今
年
度
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

　　　

児
童
扶
養
手
当
は
ひ
と
り
親
家

庭
な
ど
に
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

は
障
害
児
の
い
る
家
庭
な
ど
に
、

生
活
の
安
定
と
自
立
を
促
進
す
る

た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
手
当
を
受
け
て
い
る

人
（
現
在
支
給
停
止
に
な
っ
て
い
る

人
も
含
む
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
現
況

届
」「
所
得
状
況
届
」
を
期
間
内
に

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

届
を
２
年
間
提
出
し
な
い
と
、
受

給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

提
出
期
間

▼
児
童
扶
養
手
当
＝
８
月
１
日
㈪

～
同
31
日
㈬

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
＝
８
月
11

日
㈭
～
９
月
12
日
㈪

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育

て
支
援
課
☎
23-

９
５
９
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

Ｏ
！！！
「
薬
物
乱
用
」「
運
び
屋
」

「
ネ
ッ
ト
売
買
」
の
『
ス
リ
ー
ノ
ー

プ
ラ
ン
』
を
展
開
中
で
す
。

　

覚
せ
い
剤
や
麻
薬
、
大
麻
な
ど

の
薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
を
理
解

し
て
、
県
民
全
体
で
薬
物
の
乱
用

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

覚
せ
い
剤
な
ど
違
法
な
薬
物
に

関
す
る
情
報
・
相
談
は
、
滋
賀
県
警

察
本
部
組
織
犯
罪
対
策
課
か
、
彦

根
警
察
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先  

滋
賀
県
警
察
本

部
組
織
犯
罪
対
策
課
☎
０
７
７

-

５
２
２-

１
２
３
１
番
、
彦
根

警
察
署
☎
27-

０
１
１
０
番

Ｎ
Ｏ
！
「
薬
物
乱
用
」

薬
物
乱
用
の
誘
い
に
、「
ダ
メ
！

ゼ
ッ
タ
イ
！
」
と
断
る
勇
気
を

持
つ
。

Ｎ
Ｏ
！
「
運
び
屋
」

海
外
旅
行
と
い
う
開
放
感
か
ら
、

「
運
び
屋
」
へ
の
誘
い
に
乗
ら
な

い
。
不
用
意
に
他
人
か
ら
荷
物

を
預
か
ら
な
い
。

Ｎ
Ｏ
！
「
ネ
ッ
ト
販
売
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
氾は

ん

濫ら
ん

す

る
違
法
薬
物
の
売
買
に
関
わ
ら

な
い
。

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

７
月
15
日
㈮
～
７
月
24
日
㈰

　　

夏
の
レ
ジ
ャ
ー
交
通
の
増
加
、

夏
休
み
に
伴
う
園
児
、
児
童
、
生

徒
の
屋
外
で
の
活
動
が
活
発
に
な

る
た
め
、
交
通
事
故
の
多
発
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
県
民
一
人
ひ
と
り

が
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
交
通

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

❶
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

❷
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

❸
飲
酒
運
転
の
根
絶

❹
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

（
左
の
「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」

の
と
お
り
）

問
い
合
わ
せ
先  

交
通
対
策
課

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

自転車安全利用五則を

守りましょう

❶ 自転車は、車道が原則、

歩道は例外

❷ 車道は左側を通行

❸ 歩道は歩行者優先で、車

道寄りを徐行

❹ 交通ルールを守る

▶ 飲酒運転や二人乗り、並

進、携帯電話使用の禁止

▶ 夜間は、ライトを点灯

▶ 交差点での信号遵守と

一時停止、

　安全確認

❺ 子どもはヘル

メットを着用

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８

番
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〈内容〉　市内には豊かな文化財が残り、それぞれが個性的で
興味深い歴史を刻んでいます。現地を見学しながら、往時
の彦根の姿に思いをはせてみませんか。　〈日時〉　　８月７日
㈰　13：00 〜16：30（小雨決行）　〈集合場所〉彦根城博物
館正面玄関前（金亀町）　〈見学場所〉佐和口多

た

聞
もん

櫓
やぐら

、旧鈴木
屋敷長屋門、善

せ

利
り

組
ぐみ

足軽屋敷、外堀跡など　〈対象〉小学
生以上の人　　〈定員〉　50人（先着順）　〈参加費〉100 円（資

料代）　〈申込期間〉７月19日㈫〜８月５日㈮　　〈申込方法〉

電話、FAX、または彦根市ホームページから申し込ん
でください。　〈問い合わせ先〉 教育委員会文化財課☎
26-5833、FAX26-5899

〈内容〉　男
お お り

鬼町で茅葺き屋根の葺き替え体験イベントを
実施します。現在ではほとんど出来なくなった貴重な体
験を、あなたもしてみませんか。　〈日時〉７月17日㈰、同
18日（月・祝）　いずれも9：30 〜 16：30　※どちらか1日の
みの参加も可能です。　〈集合場所・集合時間〉　滋賀県立
大学バス停８：30、市役所８：45、ＪＲ彦根駅(西口) ８：
50〈参加費〉　600円(１日当たりの保険代)。弁当が必要な人
は別途500円必要です。　 〈定員〉20人程度　 〈その他〉

イベント直前につき、早めにご連絡ください。　〈申込

期限〉７月16日㈯ 17：00　昼食の弁当が必要な人は、申込
時に併せてご連絡ください。　〈申込・問い合わせ先〉　滋
賀県立大学男鬼楽座 ☎ 28-8611（FAX 共用）、Eメール：
hama_ishi_ken@yahoo.co.jp　

〈内容〉11月19日㈯、同20日㈰に聖泉大学で、「市民団体ス
テージ発表& 交流イベントin 湖東（仮称）」を開催します。開
催に伴い、企画、実施を行うワーキングメンバーを募集しま
す。　〈申込・問い合わせ先〉ひこね市民活動センター☎
24-4461、Ｅメール：hikone.cac@gmail.com へ

〈内容〉　統計に親しみ、グ
ラフ表現技術の向上を
図るため募集します。　

〈対象〉　県内に在住・在勤・
在学の人　〈申込期限〉９

月５日㈪ 17：00（必着）　〈課題〉　課題は自由です。ただし、
小学４年生以下の人は、 自分で観察・調査した結果をグ
ラフにしてください。用紙の大きさは、72.8cm×51.5cm 

( B２判仕上がり寸法 )。  詳しくは、滋賀県ホームページの
募集要領をご覧ください。　〈その他〉応募者全員に参加
賞を、入賞者には賞状・副賞を贈ります。優秀な作品を選
び、第59回統計グラフ全国コンクールに出品します。　 

〈申込・問い合わせ先〉　滋賀県統計協会  ( 統計課内 )

（〒 520-8577　大津市京町四丁目 1-1）☎ 077-528-3391、
FAX077-528-4835、滋賀県ホームページ：http://www.
pref.shiga.jp/c/toukei/graph2011/contest.html/

　色彩検定 講座

　要約筆記者養成講座（前期）　彦根歴史探索ウォーク 第 1 回彦根城と城下町

 

　茅
かや

葺
ぶ

き屋根葺き替えイベント

〈内容〉　滋賀県や市町が実施する要約筆記者派遣事業の協
力者になっていただく人を募集します。「要約筆記」とは、
その場の発言内容をキーボードに入力し、即座に伝える社
会福祉サービスです。補聴器をつけていても遠くに離れて
いたり、聴衆の中にいて、聞きたい言葉や意味を聞き分け
ることが出来ない聴覚障害者の社会参加や自立を支援する
福祉活動です。　〈日時〉　　９月９日㈮〜平成24年１月27日
㈮ （全16 回）　13：30 〜16：30　〈場所〉　彦根市障害者福
祉センター （平田町）　〈申込条件〉　18歳以上の人。次年度
の後期講座も受講出来る人。１分間に80字以上のタッチタ
イピング （キーボードを見ずに入力）が出来る人。　　〈定員〉　30
人（先着順）　〈受講料〉無料。※別途テキスト代等 1,500
円必要です。　〈申込期限〉８月12日㈮　　〈申込・問い合

わせ先〉滋賀県立聴覚障害者センター☎ 077-561-6111、
FAX077-565-6101 に開催要項・申込書をご請求ください。

〈会場〉　稲枝北小学校（下岡部町）　〈日時〉　９月１日〜10月
20日  毎週木曜日の18： 30 〜20 ： 00　〈対象〉ピアノ経
験のない小学生以上の人　〈受講料〉　1 ,600 円（中学生以

下は無料）　※別途テキスト代 945 円必要です。　〈申込

期間〉７月15日㈮〜８月５日㈮（当日消印有効）　〈定員〉　10
人（応募者多数の場合、抽選） 　

〈申込・問い合わせ先〉往復は
がきの往信の裏面に住所、氏
名、ふりがな、年齢、電話番
号、希望講座、会場校を書き、
返信の表面に郵便番号、住所、
氏名を書いて、 教育委員
会生涯学習課（〒 522-0001 
尾末町１-38）☎ 24-7971、
FAX23-9190 に申し込んで
ください。

〈内容〉　見慣れた景色も幻想的に変化して見える不思議
な万華鏡（テレイドスコープ）を作ります。　〈日時〉８月
６日㈯　13：30 〜 15：00　〈場所〉子どもセンター（日

夏町）　〈対象〉　親子15組（小学４年生以上は子どものみの参

加も可）　〈申込開始日〉７月16日㈯（先着順）　〈参加費〉万
華鏡１個につき 300円　〈申込・問い合わせ先〉電話か、
直接 子どもセンター☎ 28-3645、FAX28-3646に申し
込んでください。

〈対象〉「A・F・T色彩検定３級」と「カラーコーディネータ
ー３級」の習得を目指している人　〈日時〉　８月21日㈰、同
28日㈰、９月４日㈰　〈場所〉ひこね燦ぱれす　〈定員〉10
人（先着順）　〈受講料〉　9,000 円　〈申込期限〉８月10日㈬

〈申込・問い合わせ先〉受講料を添えて、ひこね燦ぱれす☎
26-7272、FAX26-7377へ。

 

　ファミリークラフト 不思議な万華鏡を作ろう！

 

　教室開放事業「もしもピアノが弾けたなら」

　市民団体交流イベントワーキングメンバー

 

　滋賀県統計グラフコンクール作品
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松
原
水
泳
場
・

新
海
浜
水
泳
場
開
設

期
間　

７
月
23
日
㈯
～
８
月
16
日
㈫

第
34
回
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト　

　

真
夏
の
湖
を
舞
台
に
、
大
空
に

夢
を
か
け
る
人
々
に
よ
っ
て
競
わ

れ
る
こ
の
大
会
は
、
２
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

７
月
30
日
㈯　

午
前
８
時

～
、
７
月
31
日
㈰　

午
前
６
時
～

場
所　

松
原
水
泳
場

彦
根
ゆ
か
た
ま
つ
り

　
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
夏
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
抽
選

会
や
屋
台
村
、
ス
テ
ー
ジ
ラ
イ
ブ

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

す
。
浴
衣
で
参
加
す
る
と
豪
華
景

品
が
当
た
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
時　

７
月
30
日
㈯　

午
後
３
時

～
同
９
時

※
小
雨
決
行
。
荒
天
中
止
。　
　

場
所　

夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド

彦
根
・
北
び
わ
湖
大
花
火
大
会

　

夏
の
夜
空
を
約
１
万
発
の
花
火

が
彩

い
ろ
ど

り
ま
す
。

　

数
々
の
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
、

湖
面
を
渡
る
夜
風
に
あ
た
り
な
が

ら
、
夢
の
ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
１
日
㈪　

午
後
７
時

30
分
～
同
８
時
30
分

※
荒
天
時
は
、
８
月
２
日
㈫

場
所　

松
原
水
泳
場

彦
根
七
夕
ま
つ
り

　

色
と
り
ど
り
の
カ
ラ
フ
ル
な
七

夕
飾
り
で
、
街
中
が
彩
ら
れ
ま
す
。

期
間　

８
月
４
日
㈭
～
同
８
日
㈪

場
所　

中
央
・
銀
座　

各
商
店
街

ひ
こ
ね
万
灯
流
し

　

彦
根
の
万
灯
流
し
は
、
灯
ろ
う

に
願
い
ご
と
を
書
い
て
、
そ
っ
と

川か
わ

面も

に
流
し
ま
す
。

　

闇や
み

に
浮
か
び
上
が
る
数
多
く
の

灯と
も
し

火び

は
、
と
て
も
幻
想
的
で
す
。

日
時　

８
月
６
日
㈯　

午
後
６
時

30
分
～
同
９
時
（
予
定
）

場
所　

芹
川
堤
（
芹
橋
～
後
三
条
橋
間
）

彦
根
ば
や
し
総
お
ど
り
大
会

　

ご
存
じ
、「
彦
根
ば
や
し
」
に
の

せ
て
踊
り
歩
く
、
見
て
楽
し
い
、

踊
っ
て
な
お
楽
し
い
総
お
ど
り
。

日
時　

８
月
８
日
㈪　

午
後
５
時

～
同
９
時
（
踊
り
は
午
後
７
時
30

分
～
同
８
時
30
分
）

※
小
雨
決
行
。
雨
天
時
は
中
止
。

場
所　

中
央
・
銀
座
・
登
り
町
グ

リ
ー
ン
通
り
・
リ
バ
ー
サ
イ
ド

橋
本　

各
商
店
街

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
彦
根
観

光
協
会
☎
23-

０
０
０
１

番
、

観
光
振
興
課
☎
30-

６
１
２
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

２
０
１
１　

彦
根
夏
の
陣

▲夜空に大輪が咲く、昨年の大花火大会
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※駐車場での駐車時間は、30 〜 40 分間です。

※臨時の収集は、早めに申し込んでください。

（臨時の収集は、原則として毎週火・金曜日  

に実施します）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

１日㈪

２日㈫

３日㈬

４日㈭

５日㈮

８日㈪

９日㈫

10 日㈬

11 日㈭

1� 日㈮

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地蔵、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目、銀座、中央（第

１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁目（河原二丁目一部を含む）、

平田（大沢）、西今、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、野瀬、

海瀬、三津屋

里根、外、幸、城町一丁目、栄町一丁目、池州、開出今団地（第

１・３部）、八坂、八坂北、西今、須越、宇尾、

芹川（南、大仏、千鳥ヶ丘）、山之脇、大藪、小泉（開出）、

開出今蔵の町団地、八坂東団地、竹ケ鼻、宇尾

地蔵（湖上平団地）、原（原西団地）、芹川（北、千鳥ヶ丘）、

後三条（下）、開出今、宇尾、清崎（西、清崎団地）

中央（第２・３部）、立花、大橋、元岡、中藪一丁目、沼波、

開出今、宇尾、竹ケ鼻、正法寺（太平団地）、西沼波（東部）、

賀田山（大山、小山、茂賀、小田部）

金亀、尾末、中藪、元、船、旭、城町二丁目、栄町二丁目、

正法寺（太平団地）、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、開出今、

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、彦富（笹田団地を除く）、

金沢（林、中下、長江）、清崎（東、西）

和田、佐和、大東、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、錦（第

１部）、小泉、戸賀、長曽根南、平田（西、北）、開出今、甘呂、

彦富（笹田団地を除く）

岡、新、橋向、芹中、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、

後三条（上）、小泉、平田（南、中）、東沼波、甘呂、彦富（笹

田団地を除く）

西沼波（出屋敷）、東沼波、日夏、出路、田原、田附、金田、

石寺（上、下）、岡部（上、下）、稲部（稲部）、稲枝（西）、服部

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【８月前半】

１日㈪、８日㈪

３日㈬

４日㈭

２日㈫

５日㈮

９日㈫

１0日㈬

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA 東 び わ こ 鳥 居 本 支 店 駐 車 場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
亀 山 出 張 所
人権・福祉交流会館（WA っとねす春日）

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１1日㈭

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１2日㈮
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００

８月前半

図書館休館日（８月前半）

　

市
内
で
最
近
起
こ
っ
た

　
「
振
り
込
め
詐
欺
」
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

市
内
で
あ
っ
た
事
例

　

市
役
所
の
職
員
を
名
乗
る
者
か
ら
突
然
の
電
話
で
、「
医
療
費
の
還
付
金
４
万
９
、

８
０
０
円
を
受
け
取
れ
る
」
と
誤
解
さ
せ
、
被
害
者
を
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預

払
機
）
に
誘
導
し
た
。

　

被
害
者
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
画
面
操
作
を
指
示
し
、金
額
を
入
力
さ
せ
た
。
そ
の
後
に
、「
最

後
の
確
認
と
し
て
、『
０
』
を
押
し
て
く
だ
さ
い
」
と
指
示
し
た
。
金
額
の
桁
を
一
桁

増
や
す
こ
と
を
さ
せ
、
預
金
口
座
か
ら
49
万
８
、
０
０
０
円
を
振
り
込
ま
せ
た
。

　
「
還
付
金
を
受
け
取
れ
る
」「
携
帯
電
話
の

番
号
が
変
わ
っ
た
」「
カ
ー
ド
預
か
り
ま
す
」

と
い
っ
た
不
審
な
電
話
に
は
、
注
意
が
必
要

で
す
。

　

公
的
機
関
の
職
員
が
、
自
宅
に
電
話
を
か

け
て
カ
ー
ド
を
預
か
っ
た
り
、
暗
証
番
号
を

聞
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

突
然
の
不
審
な
電
話
か
ら
、
言
葉
巧
み
に

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
し
高
額
な
金
額
を
振
り
込
ま

せ
る「
振
り
込
め
詐
欺
」の
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、

ま
ず
、
誰
か
に
相
談
を
し
ま
し
よ
う
。　

　

ま
た
、
昼
間
一
人
で
暮
ら
す
高
齢
者
を

狙
っ
た
犯
行
が
増
え
て
い
ま
す
。
家
族
や
周

り
の
人
ど
う
し
で
注
意
を
喚
起
し
あ
い
ま

し
ょ
う
。

　
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺

（
息
子
や
孫
を
か
た
る
手
口
）」
へ
の
対
策
は
、次

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

❶
電
話
帳
か
ら
電
話
番
号
の
掲
載
を
削
除
す

る
❷
カ
ー
ド
は
絶
対
渡
さ
な
い

❸
万
一
に
備
え
て
、
被
害
額
を
少
な
く
す
る

た
め
に
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
振
込
利
用
限
度
額

を
引
き
下
げ
る
か
、
カ
ー
ド
の
引
き
出
し

限
度
額
を
引
き
下
げ
る

　

手
口
は
次
々
に
新
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
か
の
被
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
販
売
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
消
費
生

活
に
関
す
る
こ
と
は
、「
彦
根
市
消
費
生
活
相

談
窓
口
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　市制施行��周年、ひこね市文化プラザ開館1�周年を記念

して、「みんなＤＥどーもくん！」の公開収録を実施します。

この番組は、NHKのキャラクターどーもくん、ななみちゃ

んと仲間たちが芝居や歌遊びなど繰り広げる楽しいステー

ジショーです。観覧をご希望の人はお申し込みください。

日時　９月11日㈰　14：30 〜（開場14：00）　

場所　ひこね市文化プラザ　グランドホール（野瀬町）

観覧料　無料　

申込期限　８月12日㈮（必着）　

申込方法　往復はがき（私製不可）の往信の裏面に郵便

番号、住所、氏名、電話番号を書き、返信の表面に郵

便番号、住所、氏名を書いて、返信の裏面は白紙のま

まで、ひこね市文化プラザ「みんな DE どーもくん」係
（〒 522-0055 野瀬町 187-4）に申し込んでください。

注意事項　

▶応募多数の場合は、抽選のうえ、４人まで入場出来る

入場整理券を送ります。（満１歳以上から人数に数えます）

▶記入に不備があった場合は無効となりますので、ご注

意ください。

▶インターネットオークションなどでの転売を目的とし

た申し込みは固くお断りします。売買を目的とした申

し込みと判明した場合には、抽選対象外となります。

▶応募は１人１通に限らせていただきます。

▶ご応募いただいた情報は、抽選結果のご連絡のほか、　

受信料のお願いに使用させていただくことがあります。

問い合わせ先　▶ＮＨＫ大津放送局☎ 077-522-5101（月

〜金曜日の10：00 〜18：00） 、ホームページ：http://www. 
nhk.or.jp/otsu/　▶ひこね市文化プラザ☎0749-26-8601

（火〜日曜日の 9：00 〜17：00、ただし7月19日㈫は休館） 、

ホームページ： http://bunpla.jp/

　NHK「みんなＤＥどーもくん！」公開収録 観覧者を募集します

怪し
いわ

還付金が
ありますよ
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大腸がん検診無料クーポンを送付します
　

　男女とも中高年に増えている大腸がんの早期発見を図るため

に、彦根市が実施する大腸がん検診料が無料になるクーポン券

を送付します。

対象　平成23年4月20日時点で彦根市に住民登録があり、次の年齢に該当

する人。

対象年齢 （対象生年月日）

　40 歳　昭和45年(1970)4月2日〜昭和46年(1971)4月1日

　45 歳　昭和40年(1965)4月2日〜昭和41年(1966)4月1日

　50 歳　昭和35年(1960)4月2日〜昭和36年(1961)4月1日

　55 歳　昭和30年(1955)4月2日〜昭和31年(1956)4月1日

　60 歳　昭和25年(1950)4月2日〜昭和26年(1951)4月1日

発送時期

　クーポン券は 9 月以降に発送する予定ですが、クーポン券が届くまでに

上記対象者が受診される場合は、無料で受けていただくことが出来ます。

検診日に本人確認が出来るもの（免許証、保険証など）をお持ちください。

　利用方法は同封する案内文をご覧ください。   

大腸がん検診実施日

　　広報ひこね 7 月 1 日号または彦根市ホームページ「がん検診日程表」

をご覧ください。クーポン券の送付に併せて日程表も同封します。

※上記対象者が、彦根市の大腸がん検診をすでに受診されている場合には、

負担されたがん検診料（500 円）を払い戻します。手続方法は、秋頃個

人宛てに通知します。

※平成23年4月21日以降に転入された対象年齢の人は、 健康推進課にお

問い合わせください。

藤ふ
じ
　
た
　
　
ひ
 
ま
 
わ
 
り

田
向
日
葵
ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

安や
す

居い

花は
な

道み
ち

ち

ゃ

ん

（
南
三
ツ
谷
町
）

大お
お

野の

陽は
る

生き

ち
ゃ
ん

（
芹
橋
二
丁
目
）

　

骨
を
強
く
す
る
生
活
習
慣 

（
食
事

や
運
動
な
ど
） 
を
楽
し
く
学
び
体
験

す
る
講
座
で
す
。

内
容　

美
骨
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
カ
ル
シ
ウ
ム

ア
ッ
プ
食
べ
合
わ
せ
術

日
時　

８
月
26
日
㈮　

午
前
９
時
30
分

～
正
午
（
受
付
は
午
前
９
時
20
～
30
分
）

場
所　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
別
館
２
階

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料

申
込
期
限　

８
月
19
日
㈮

そ
の
他　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。上
靴
は
不
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

骨
か
ら
若
々
し
く
！

美び

骨こ
つ

レ
ッ
ス
ン

ひこね元気計画�1
推進中！
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井
伊
直
政
の
佐
和
山
入
城

　

慶け
い

長ち
ょ
う

５
年
（
１
６
０
０
）
９
月
、

関
ヶ
原
合
戦
に
勝
利
し
た
徳
川
家
康

は
、
２
日
後
に
佐
和
山
城
総
攻
撃
を

命
じ
、
お
よ
そ
１
日
で
佐
和
山
城
は

落
城
し
ま
し
た
。
落
城
し
た
佐
和
山

城
に
は
、
一
時
、
家
康
家
臣
の
石い

し

川か
わ

康や
す

通み
ち

と
彦ひ

こ

坂さ
か

元も
と

正ま
さ

が
城

じ
ょ
う

番ば
ん

と
し
て
入

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
戦
後
処
理

に
伴
う
大
規
模
な
所
領
再
編
の
結
果
、

慶
長
６
年
（
１
６
０
１
）
１
月
、
の

ち
に
徳
川
四
天
王
の
一
人
と
し
て
讃た

た

え
ら
れ
る
井
伊
直
政
が
、
上こ

う

野
ず
け
の

国く
に

高

崎
城
（
現
在
の
群
馬
県
高
崎
市
）
か
ら

佐
和
山
城
に
入
城
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
直
政
は
、
関
ヶ
原
合
戦
で
島
津

勢
の
放
っ
た
鉄
砲
に
よ
る
傷
が
悪
化

し
て
翌
年
２
月
に
こ
の
世
を
去
り
ま

し
た
。

　

佐
和
山
城
か
ら
彦
根
城
へ

　

直
政
は
生
前
、
佐
和
山
城
に
替

え
て
佐
和
山

の
北
西
に
あ

る
び
わ
湖
岸

の
磯い

そ

山や
ま

の
地

に
新
た
な
城

の
建
設
を
計

画
し
、
家
老

木き

俣ま
た

土と

佐さ

守も
り

勝か
つ

に
命
じ
て

現
地
調
査
を

行
っ
て
い
ま

し
た
。

　

慶
長
８
年

（
１
６
０
３
）、

直
政
よ
り
後こ

う

事じ

を
託
さ
れ

た
木
俣
は
、

城
の
移
築
計
画
を
伏
見
の
家
康
に
諮は

か

り
ま
す
。
佐
和
山
・
磯
山
そ
し
て
彦
根

山
の
絵
図
を
作
成
し
、
彦
根
山
が
最

適
で
あ
る
こ
と
を
願
い
出
て
、
彦
根

山
へ
の
移
築
が
決
定
し
ま
し
た
。
戦

の
形
態
が
山
城
を
拠
点
と
し
た
も
の

か
ら
、
平
地
で
の
足
軽
を
主
体
と
す

る
集
団
戦
に
変
化
し
た
こ
と
、
城
と

と
も
に
周
囲
に
広
大
な
城
下
町
が
発

達
し
た
こ
と
な
ど
が
考
慮
さ
れ
、
彦

根
山
が
選
定
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

慶
長
９
年
（
１
６
０
４
）
７
月
１
日
、

佐
和
山
の
西
方
約
２
㎞
の
彦
根
山
に

お
い
て
、
新
た
な
築
城
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。
大
規
模
な
土
木
工
事
に

も
着
手
し
、
こ
れ
ま
で
松
原
内
湖
に

注
い
で
い
た
善せ

利り

川
（
芹
川
）
本
流
の

川
筋
を
び
わ
湖
へ
直
接
流
れ
る
よ
う

に
付
け
替
え
、
渕ふ

ち

や
藪や

ぶ

が
埋
め
立
て

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
城
郭
整
備
の

た
め
３
重
の
堀
を
切
り
、
強
固
な
石

垣
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
築
城

に
は
、
お
よ
そ
20
年
の
歳
月
を
か
け
、

譜ふ

代だ
い

大だ
い

名
み
ょ
う

筆
頭
の
井
伊
家
に
ふ
さ
わ

し
い
城
と
城
下
町
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
佐
和
山
城
の
調
査

　

彦
根
城
の
築
城
と
と
も
に
、
佐
和

山
城
は
鎌
倉
時
代
以
来
の
長
い
歴
史

に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

佐
和
山
城
は
城し

ろ

割わ
り

（
城
を
破
壊
す
る
こ

と
）
を
受
け
、城
の
姿
を
留と

ど

め
て
い
な

い
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
確
か

に
天
守
や
櫓

や
ぐ
ら

な
ど
の
建
造
物
は
無
く
、

壮
大
な
石
垣
も
見
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
全
く
何
も
残
っ
て
い
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、

教
育
委
員
会
文
化
財
課
で
は
平
成

16
年
度
か
ら
、
測
量
調
査
な
ど
を
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
の
結
果
、

天
守
が
存
在
し
た
本
丸
に
つ
い
て
は
、

大
き
く
破
壊
さ
れ
て
往
時
の
姿
を
復

元
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
態
に
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
他
の
箇
所
に
つ
い
て

は
切き

り

岸ぎ
し(

※
１)

、
曲く

る

輪わ

(

※
２)

、
曲
輪

を
つ
な
ぐ
道
、
そ
し
て
石
垣
の
一
部

な
ど
、
往
時
の
城
の
姿
が
徐
々
に
明

ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
開
国
記
念
館
の
企
画
展
「
近

江
の
戦
国
・
彦
根
の
戦
国
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
１　

山
の
斜
面
を
削
っ
て
急

き
ゅ
う

峻し
ゅ
ん

に

し
た
防
衛
施
設

※
２　

山
を
削
っ
た
り
盛
っ
て
平
坦

に
し
た
区
画

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文

化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

５
８
９
９
番
、
Ｅ
メ
ー
ル: 

bunkazai@
m

x.hikone.ed.jp

▶
井
伊
直
政
像
（
部
分
・
彦
根
城
博
物
館
蔵
）

今月の納税　　固定資産税（第２期）　　８月１日㈪までに納めましょう


